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〔Ⅰ〕公益目的事業 

（公１）青少年交流・教育交流事業   ：総合交流部 
 

2022 年度は、中国を対象に、外務省の推進する対日理解促進交流プログラム

「JENESYS2022」にて、年間を通じオンライン交流を実施。フォローアップ事業を含むオ

ンライン交流を合計 14件実施し、中国側 320名、日本側 359名が交流に参加した。当初

計画していた年間 410 名の中国青少年の招聘は、長引くコロナ禍下で日中双方の出入国

制限が解除されない等の要因により全て実施できなかった。 

オンライン交流は、中国の高校生・大学生・社会人青年を対象として、日本の同世代・

同分野の青少年との間で実施した。 

高校生のオンライン交流は、前年度同様学校単位で実施し、学校生活・食文化・アニ

メ等高校生が話しやすいテーマを設定し、グループに分かれて発表・意見交換を行った。 

原則 2回の実施とし、グループリーダーを決める、「ワークシート」を活用するなど工夫

した結果、活発な交流をすることができた。 

大学生を対象とした交流では、「アニメ・漫画」「学生の目から見た就職」等、日中両

国の大学生共に関心のあるテーマの他、「幼児期における情操教育」という新たな分野の

交流も実施した。また、日中国交正常化 50 周年を記念して、「カーボンニュートラル」

をテーマにオンライン交流を実施し、日中大学生がカーボンニュートラル実現に向けて

“自分ごと”（自身や身近なこと）として何ができるかを考える機会とした。 

社会人青年を対象とした交流では、メディア関係者、研究者という既存分野の青年ど

うしの交流の他、障害者支援・パラスポーツや企業関係者といった新分野での交流も実

施し、より広範囲での青年交流を実施できた。また、フォローアップ事業として、過去

に「JENESYS」事業に参加した農村青年幹部とその交流先とを繋いでトークセッションを

実施した。 

この他、日中青少年交流 Instagram を開設し、オンライン交流参加者の募集や事業報

告など、青少年層に向けた PRに活用した。 

また、日中国交化正常化 50周年を記念し、会館予算による独自事業として、オンライ

ンによる日中青年座談会を開催した。 

 

  「JENESYS2022」で実施するモンゴルを対象とした事業としては、青少年の招聘事業２

件（89名）を行うとともに、過去の参加者のフォローアップのため現地で同窓会を開催

した。 
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１． 対日理解促進交流プログラム「JENESYS2022」（対象国・中国） 

 
フォローアップ事業を含むオンライン交流を合計 14 件実施し、中国側 320 名、日本側

359名が交流に参加した。明細は下記のとおり。 

 
（１）オンライン交流事業 

①日中高校生オンライン交流 

 
実施日 

参加人数 
参加者・交流先の構成、テーマ 協力機関 

中国側 日本側 

第１回 10月 26日 30 103 

西安市鉄一中学、陝西省丹鳳中学の

高校生／大阪府立門真なみはや高

等学校の高校生 

『高校生の間で流行っているもの』 

中国教育国際交

流協会  

第２回 

11月 16日 

30 38 

広東実験中学、中山市外国語学校の

高校生／徳島県立徳島北高等学校

の高校生 

『おすすめの旅行先』『漫画・アニ

メ』『歴史的な建造物』『学校生活』

『食文化』『音楽』等 

11月 28日 

 

②日本・香港高校生オンライン交流 

 
実施日 

参加人数 
参加者・交流先の構成、テーマ 協力機関 

香港側 日本側 

第１回 

11月 8日 

34 34 

迦密愛礼信中学の高校生／ 

秋田県立由利高等学校の高校生 

『マナーとおもてなし』『食文化』

『スポーツ』等  香港特別行政区 

政府教育局 

11月 24日 

第２回 

11月 21日 

18 27 

元朗商会中学の高校生／ 

福井県立武生東高等学校の高校生 

『伝統食』『伝統音楽』『学校生活』

『食文化』『探究活動』等  
11月 22日 

 

③第5回日中大学生対話（オンライン交流） 

実施日 
参加人数 

参加者・交流先の構成、テーマ 共催機関 
中国側 日本側 
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2023年 

2月 15日 
18  17 

福州大学の大学生／ 

日本大学生（全国 14大学） 

テーマ別ディスカッション 

中国日本友好協会 

協力：日中学生交流連盟 

後援：（株）朝日新聞社 
2023年 

3月 1日 

 

④日中大学生オンライン交流 

実施日 
参加人数 

参加者・交流先の構成、テーマ 協力機関 
中国側 日本側 

2023年 

3月 3日 

20  14 

＜オリエンテーション＞ 

北京市・吉林省・浙江省・湖北省・陝西省の大学生／

日本大学生（全国 6大学） 

『学生の目から見た就職』 
中国国際青年

交流中心 

2023年 

3月 10日 

＜テーマに関する交流＞ 

北京市・吉林省・浙江省・湖北省・陝西省の大学生／

日本大学生（全国 6大学） 

講師：九門大士 亜細亜大学アジア研究所 教授 

『学生の目から見た就職』 

  

⑤日中メディア対話会 

実施日 
参加人数 

参加者・交流先の構成、テーマ 協力機関 
中国側 日本側 

4月 19日 13  11 

中国メディア関係者（新聞・通信、テレビ・ラ

ジオ、出版等）／ 

日本メディア関係者（新聞・通信、テレビ、出

版）等 

『日中国交正常化 50周年と日中関係の行方』 

上海外国語大学日

本研究センター、 

シンクタンク鍵叡 

  

⑥日中青年研究者オンライン交流 

実施日 
参加人数 

参加者・交流先の構成、テーマ 協力機関 
中国側 日本側 

10月 27日 8 7 

中国社会科学院に所属、または関連機関の青

年研究者／日本の大学・研究機関に所属する

青年研究者 

『公教育』『高齢者福祉』 

中国社会科学院 

日本研究所 
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⑦日中障害者福祉青年オンライン交流 

実施日 
参加人数 

参加者・交流先の構成、テーマ 協力機関 
中国側 日本側 

11月 8日 

37 31 

中国障害者連合会、リハビリ大学関係者／日

本のリハビリテーション分野の関係者 

『障害・リハビリ分野におけるロボット・機

器の応用』 
在中国日本国大使

館、中国障害者連

合会 

11月 9日 

中国障害者連合会、障害者支援、パラスポー

ツ関係者／日本の特別支援教育、障害者支

援、パラスポーツ関係者 

『特別支援教育とパラスポーツ』 

 

⑧日中青年環境創生フォーラム ～私たちの未来のために～ 

実施日 
参加人数 

参加者・交流先の構成、テーマ 協力機関 
中国側 日本側 

12月 16日 32 37 

中国大学生・青年／日本大学生（全国 15大学） 

講師：山本 良一 東京大学 名誉教授 

陳 迎 中国社会科学院生態文明研究所 

持続可能な発展経済学研究室 

    研究員 

『カーボンニュートラル』  

中国宋慶齢 

基金会 

 

⑨日中青年オンライン交流 

 
実施日 

参加人数 
参加者・交流先の構成、テーマ 

協力 

機関  中国側 日本側 

幼児期に

おける情

操教育 

2023年 

2月 24日 

24 8 

＜セミナー＞ 

中国の大学生・幼児教育関係者／ 

日本の大学生・幼児教育関係者 

講師：野澤 祥子  東京大学大学院 

教育学研究科附属発達保育実践

政策学センター 准教授 

『幼児期における情操教育』 

中国宋慶齢 

基金会 

2023年 

2月 28日 

＜交流＞ 

中国の大学生・幼児教育関係者／ 

日本の大学生・幼児教育関係者 

『幼児期における情操教育』 
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アニメ・

漫画 

2023年 

3月 22日 

20 17 

＜セミナー＞ 

中国の大学生・大学院生／ 

日本の大学生 

講師：加藤 徹 明治大学法学部 教授 

『アニメ・漫画』 

2023年 

3月 23日 

＜交流＞ 

中国の大学生・大学院生／ 

日本の大学生 

『アニメ・漫画』 

 

⑩日中企業関係者オンライン交流 

実施日 
参加人数 

参加者・交流先の構成、テーマ、内容 協力機関 
中国側 日本側 

2023年 

3月 16日 
16 11 

中国企業家倶楽部会員／ 

日本企業及び政府関係者 

『再生エネルギーを起点としたグリーン産

業と地域社会の創生』 

在中国日本国大使館、

中国企業家倶楽部（企

業緑色発展研究院）、

フォーラム 21 

 

 

 

（２）フォローアップ事業 

①中国農村青年幹部フォローアップ事業  

オンライントークセッション ～コロナ後の農村振興～ 

実施日 
参加人数 

参加者・交流先の構成、テーマ、内容 協力機関 
中国側 日本側 

2023年 

3月 23日 
20 4 

2016年度・2018年度に招聘した中国農村青年幹部／

訪日交流の受け入れ先 

ファシリテーター：榊田みどり 農業ジャーナリスト 

                  明治大学農学部 客員教授 

『コロナ後の農村振興』  

中国日本友好

協会 
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２． 会館予算による日中国交正常化 50 周年記念事業 

日中国交正常化 50周年記念 日中青年座談会 

～留学経験者と考えるこれからの日中関係～ 

 会館独自の企画として開催。既に留学を経験した或いはこれから留学を希望する日中の

青少年を対象に、国交正常化間もない頃に留学を経験した有識者の話を聞き、また最近留

学を経験した者同士の討論を聞く機会を設けることによって、過去 50年間の日中の留学生

活や社会の変化を振り返るとともに、これからの日中関係を考える機会とすること、近年

減少傾向にある両国青少年の留学への興味を喚起することを目的に実施した。 

 日  時：2022年 12月 20日（火）16：00～18：00 

 協力団体：中国日本友好協会、（一財）日本アジア共同体文化協力機構 

参 加 者：【登壇者】10名  【オンライン観覧者】72名（主に日中の大学生） 

 主な内容：①基調講演・質疑応答 

       講師：横井裕 前駐中華人民共和国特命全権大使 

程永華 前駐日本国特命全権大使 

②基調講演者 2名と 6名の青年パネリスト（注）による座談会 

（注）日中双方 3名ずつ (留学経験者 2名、留学希望者 1名) 

 【議題】「留学時代最も印象に残ったこと」 

     「留学によって得たもの」 

        「留学希望者が期待すること」 

        「留学生が今後の日中関係に担う役割」 

           ③質疑応答 

 

３．その他 

（１）その他フォローアップ 

① 「参加者のその後のストーリー」（第 15回） 

2008日本青少年訪中代表団（四川コース）に参加し、現在は二胡の演奏家として活

躍する桐子（きりこ）さんのインタビューを会館ホームページに掲載した。 

 

（２）日中青少年交流 Instagram 開設 

事業報告や参加者募集等を行い、青少年層に向けた日中青少年交流事業の PRに活用

した。 
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４．対日理解促進交流プログラム「JENESYS2022」（対象国：モンゴル） 

（株）JTBに委託して実施 

 

（１）招聘事業 

招聘期間 招聘人数 団員構成・テーマ 訪問先 

12月 6日～13日 40 
高校生・大学生・若手社会人 

『日本文化』『科学技術』 

東京・茨城・ 

栃木・埼玉 

2023年 

3月 7日～14日 
49 

高校生・大学生・若手社会人 

『日本文化』『スポーツ』『デジタル IT』 

東京・埼玉・ 

神奈川 

 

（２）フォローアップ事業 

2023 年 3 月 20 日に過去の被招聘者のフォローアップを目的としてウランバートル市内

で同窓会を開催した。2017～2019年度及び 2022年度の被招聘者 35名他が参加し、代表者

による JENESYS参加後の関連活動に関する発表等を行った。 
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（公２）寄宿舎施設の運営  :留学生事業部 

 
中国留学生・研究員の受入事業用施設として「後楽寮」及び「後楽寮研修棟」がある。 

「後楽寮」には 203 室（1 階～3 階）、「後楽寮研修棟」には 34 室（後楽ガーデンホテル

2、3階）がある。 

1.後楽寮入退寮状況 

(1) 資格区分別入退寮者数 

 

 

2022年 4月 1日 

時点の在寮生数 

2022年度 2023年 3月 31日 

現在の在寮生数 入寮生数 退寮生数 

国家公派 

単位公派 

自費学生 

華僑学生 

45 

2 

12 

2 

129 

7 

3 

0 

40 

6 

5 

1 

134 

3 

10 

1 

合    計 61 139 52 148 

＊国家公派とは中国教育部の派遣留学生・研究員 

＊単位公派とは地方政府機関、大学、研究所の派遣留学生・研究員 

＊自費学生は大学院正規課程生（修士課程・博士課程） 

 

(2) 男女別入退寮者数 

 

 

2022年 4月 1日 

時点の在寮生数 

2022年度 2023年 3月 31日 

現在の在寮生数 入寮生数 退寮生数 

男   子 

女   子 

30 

31 

79 

60 

25 

27 

84 

64 

合    計 61 139 52 148 

 

2. 後楽寮研修棟入退寮状況 

(1) 資格区分別入退寮者数 

 

 

2022年 4月 1日 

時点の在寮生数 

2022年度 2023年 3月 31日 

現在の在寮生数 入寮生数 退寮生数 

国家公派 

単位公派 

0 

0 

11 

 1 

3 

0 

8 

1 

合    計 0 12 3 9 

＊国家公派とは中国教育部の派遣留学生・研究員                   

＊単位公派とは地方政府機関、大学、研究所の派遣留学生・研究員 
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(2) 男女別入退寮者数 

 

 

2022年 4月 1日 

時点の在寮生数 

2022年度 2023年 3月 31日 

現在の在寮生数 入寮生数 退寮生数 

男  子 

女  子 

0 

0 

8 

4 

3 

0 

5 

4 

合  計 0 12 3 9 

 

3. 開館以来の入退寮状況 

「後楽寮」は 1985 年 4 月に、また「後楽寮研修棟」は 1988 年 4 月に開設された。

それぞれ 37 年および 34 年が経過したが、その間の入退寮者の総数は下記表の通

り。後楽寮を退寮された寮生は工学、医療、文化などの各方面にて活躍中。 

2022 年度は新型コロナウイルス感染拡大による入国制限が解除されたため、昨年度

より年間の入寮生数は約 6.5倍増加の 151名となった。 

（2023 年 3 月末現在） 

 入寮数 退寮数 

後 楽 寮 

後楽寮研修棟 

4,303 

1,093 

4,156 

1,083 

合  計（人） 5,396 5,239 

 

4. 後楽寮修繕・改修工事 

(1) 主な修繕・改修工事 

「設備投資計画書の区分番号   工事項目／実施時期  工事金額（税抜）」 

5-③ 居室（204室）、4階球技室ファンコイル清掃作業／8月 1,692千円 

5-③ トイレシートクリーナーディスペンサー設置／9月 144千円 

5-③ ノート PC購入／8月 114千円 

5-③ シャワー室出入口のドアノブ修理／2月 100千円 

5-③ 給湯機（エコキュート）修理／2月 183千円 

5-③ 加圧給水 NO.2ポンプ応急工事／2月 111千円 

5-③ 加圧給水 NO.2ポンプ修理工事／2月 700千円 

 

(2) 寮内環境改善工事他 

・中庭、各給湯室ネズミ駆除（4月） 

・屋上雨漏り修繕（7、8月） 

・体温自動測定・消毒ディスペンサー4台新規購入（8月） 

・後楽寮研修棟高圧洗浄（8月） 
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・調理関係器具（電子レンジ、オーブントースター）の補充、交換（6月） 

・シリアル、マルチビタミンの購入配布（7月） 

・消費期限の近い防災用備蓄品を寮生に配布（4月、7月、10月、12月、3月） 

・後楽寮 B1厨房業務用換気警報器交換（9月） 

・後楽寮 2階廊下煙探知機交換（9月） 

・後楽寮 B1調理師控室煙探知機撤去（9月） 

・非常階段アシナガバチ巣の駆除（10月） 

・後楽寮 2階煙探知機取付工事（12月） 

・冬季植栽剪定作業（12月） 

・後楽寮 1階シャワー室入口ドアノブ修理工事（2月） 

・決済代行システム導入（リクルートエアペイ）（2月） 

・防災用備蓄品の購入（3月） 

・後楽寮 3階西側ラウンジ窓ガラス交換工事（3月） 

 

(3) 定期点検 

・後楽寮電気設備年次点検（11月） 

・電話交換機点検（12月） 

・後楽寮研修棟建築物設備定期検査（2月） 

・後楽寮・後楽寮研修棟消防点検（年 2回：6、12月） 

・受付前自動ドア定期点検（年 3回：4、8、12月） 

・後楽寮 B1ダムウェーター点検（年 4回：4、7、10、1月） 

（4） 定期清掃 

・中庭植栽剪定（7月） 

・後楽寮 B1厨房排気設備清掃（9月） 

・地下 1階受水槽室アスベスト調査（12月） 

・後楽寮 B1厨房排気ダクト清掃（3月） 

・後楽寮・後楽寮研修棟居室消毒（年 3回：5、9、2月） 

・後楽寮 B1厨房消毒（年 6回：4、5、8、9、12、2月） 

・後楽寮居室フィルター交換（年 2回：4、10月） 

・後楽寮研修棟フィルター交換（年 4回：6、9、1、3月） 

・窓ガラス清掃（年 3回：6、10、2月） 

・後楽寮内、食堂ワックス清掃（年 4回：5、9、10、1月） 

・後楽寮 B1厨房グリストラップ、汚水・雑排水槽清掃 

（年 6回：4、6、8、10、1、2月） 

・後楽寮 B1厨房グリスフィルター交換清掃（月 1回） 

・後楽寮居室シーツ交換（月 2回：第 2、第 4木曜日） 

・後楽寮給湯室・トイレ・シャワー室等共用部清掃（週 5日） 
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5. 活動実績 

(1) 寮内行事 

後楽寮の 2大祝賀会“国慶節”“春節”は後楽寮の自治組織である寮生委員会主催によ 

る行事。2022年度は国慶節祝賀会は新型コロナウイルス感染拡大のため開催を見送り、 

1月 25日に春節祝賀会を式典のみ開催した。また、2月に元宵節座談会を行った。 

留学生事業部は寮生委員会と協議会を毎月 1回定期的に実施、後楽寮の生活改善のた 

めに意見交換や情報交換を行った。 

その他、寮生委員会主催で写真コンテストや三行詩コンテスト、中秋節ビンゴ大会や 

演奏会が行われた。 

 

(2) 寮外行事 

2022年度に予定していた各区日中友好協会との交流会、長野県日中友好協会、藤沢 

市観光協会主催の体験交流会、留学生事業部主催のスキー体験教室など、後楽寮ならで 

はの交流会・見学会・体験教室は新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止。 

日中国交正常化 50周年記念行事として、9月 29日に「日中国交正常化 50周年記念レ

セプション」と 10月 25日の「2022東京･中国映画週間」閉幕式に後楽寮生が参加した。 

また、有志の方々より記念品（食品等）の寄贈があった。 

文京区との交流事業「中国伝統芸能セミナー」を 11月 19日に開催。元寮生の王文強 

氏による講演と変面などのパフォーマンスを文京区民が観覧した。毎年参加している文 

京区国際交流フェスタが 4年ぶりに 3月 11日に開催され、寮生と文京区民が交流した。 

 

(3) 後楽会（中国）友好聯誼会 

設立 11周年を迎えた後楽会（中国）友好聯誼会は本年度も新型コロナウイルス感染拡 

大の影響で、会の活動及び毎年 11月に行っている年次総会は中止となった。 

 

（4）新型コロナウイルス対応 

2022年度は新型コロナの流行の波が何度かあり、後楽寮生にも発症者・陽性者が発生

した。日常的に厚生労働省や東京都の指針に従い、寮内の衛生管理と寮生への指導を行

うとともに、発症者・陽性者の隔離や療養施設への移動、食事や必要品の支援等のサポ

ートを行った。 
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（公３）中国語及び日本語教育   ：日中学院 
 

1. 全体の活動状況 

入学式（4月 5日） 

授業開始（4月 11日） 

卒業式（2023年 3月 15日） 

学院報 551～554号（3ヶ月毎の季刊号） 

2. 学科状況 

本年度、日中学院の在籍者数 

 定員 2023 年 3 月 2022年 3月 2021年 3月 

本科 1 年 40（2） 6（１）    11（１）    14（１） 

本科 2 年 40（2）     8（１）     9（１）    10（１） 

本科 研究科 20（1）    2（１）    2（１）    4（１） 

日本語科 1 年 40（2）    12（１）    0（―）    0（―） 

日本語科 2 年 40（2）    0（―）    0（―）    18（１） 

日本語科 10 月生 1 年 20（1）    6（１）    0（―）    14（１） 

日本語科 10 月生 2 年 ―     0（―）    12（１）    5（１） 

日本語科 3 年 20（1）    10（１）    10（１） ― 

別科 夜間講座     73 92 71 

別科 昼間講座 ―   282 239 228 

別科 文化講座 ―   10 8 9 

  合計    409 383 373 

                             ※（ ）はクラス数 

3. 各科活動状況 

（１）本科 

①2022年度卒業者数  本科 8名 研究科 2名 

②2022年度の主な行事 

本科 2年研究科・日本語科合同都内見学（5月 27日）、本科 1年朗読大会（7月

5日）、文化祭（10月 29日）、防災館見学（11月 28日）、合同弁論大会（2月

1日） 

 ③公開講座  8月 27日、11月 12日、1月 28日 

④中国短期研修  中止（派遣先：中国人民大学） 

⑤進路指導 

・進路懇談会 中止 
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 ・本科 2年個人面談  4月 22日、9月 2日 

 

  

（２）別科（付帯教育） 

 ①公開無料講座 年間 21回 

 ②朗読大会  10月 1日 

 ③日本語科留学生との昼食交流会 中止 

 ④短期留学 中止（派遣先：天津外国語大学）  

 

 

（３）日本語科（専門課程） 

 ①2022年度卒業者数  10名 

 ②2022年度の主な行事 

 本科合同都内見学（5月 27日）、日本語科 1年朗読大会（7月 5日）、文化祭（10

月 29日）、防災館見学（11月 28日）、文楽鑑賞教室（12月 19 日）、春節パー

ティ（1月 20日）、グリコピア・イースト見学（2月 14日）、合同弁論大会（2

月 1日） 

 ③進路指導   

進学説明会（11月 22日）、個人面接（7月 29日、11月 25日、3月 3日） 

   

 

4. 2023年度計画と予算会議 

開 催 日 時 場    所 議   事   事   項 

                 

 2023年 2月 2日 (木) 

 午前 11時～12 時 

 

日中友好会館 

地下 2階 

会議室 

 

〔議事〕 

① 2022年度活動及び取り組みについて 

② 2023年度予算及び今後の活動に関する

報告  
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（公４）文化事業   ：文化事業部 

 

《2022年度の文化事業》 

主催事業：合計 3件、会館美術館での貸美術館催事：合計 10件 

 

1. 主催事業（2022 年 4月～2023年 3月） 

 

（1）日中国交正常化 50周年記念展 PARTⅡ 

主催展「～北京国際美術ビエンナーレより～ アートで見る中国のいま」 

     会期：2022年 6月 17日(金)～8月 14日(日)  

     来場者数：2,613人（51日間・1日あたり 51人） 

 

本展は、中国全土の美術専門家から構成される中国美術家協会との共催で“世界最大規

模の絵画と彫刻を主とする国際美術ビエンナーレ”と称される「北京国際美術ビエンナー

レ」の出展作品から厳選した、絵画・彫刻・映像など、バラエティに富んだ作品 35点を展

示した。現代のアーティストたちによって映し出された「中国のいま」を伝える展覧会と

なった。 

会期中は「砂絵アートパフォーマンス×古筝の共演」、「桐子とさくら 二胡と琵琶のサマ

ーコンサート」、「中国茶 de納涼茶会」など多彩なイベントを企画・実施し、若年層の初来

館者が増える結果となった。 

アンケート調査では、展覧会の印象として「良かった」と「まあまあ良かった」が 99.1％

を占めた。 

 

また、来場者からは以下の声が寄せられた（一部抜粋）。 

・現代中国を反映した作品が多く、非常に興味深く鑑賞した。特に、伝統的な絵画技法

に現代的な要素を取り入れている点が独特だと感じた。 

・中国の現代アートを見ることは日本では滅多にない。とてもいい機会になった。 

・馴染みのない中国のアート。多彩な芸術に触れられて面白かった。 

・中華文化の豊かさや奥深さと共に、現代中国のアーティストたちの意識の一端に触れ

られた味わい深い時間となった。 

・もう少し、美術館のスペースがあればと思うのと、好みだが、新しいものより、歴史

的な美術展示を希望する。 

 

（2）日中国交正常化 50周年記念展 PARTⅢ 

主催展「～珠璧交輝（しゅへきこうき）～ 清代木版年画＋UKIYO-E」 
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    会期：2022年 9月 23日(金)～11月 20日(日) 

    来場者数：3,910人（51日間・1日あたり 77人） 

 

本展は、中国国内で最も権威のある美術館の一つとされる中国美術館との共催で、中国

美術館収蔵品の貴重な清代木版年画コレクション 26点、川崎・砂子の里資料館蔵の斎藤文

夫コレクションより珠玉の浮世絵全 52点の日中版画が一堂に会した展覧会。互いに庶民の

生活を写し取った、日本と中国のほぼ同時代の版画作品の“共通点”とそれぞれの国民性

を色濃く反映した“違い”もみてとれる日中のコラボレーション展覧会となった。 

会期中は「特別記念講演・日本が世界に誇る浮世絵と中国版画の繋がりに迫る！」、「京

劇鑑賞会」、「中阮（ちゅうげん）と篳篥（ひちりき）の秋コンサート」、「浮世絵デモンス

トレーション」、「浮世絵摺り体験」など多彩なイベントを企画した。日中文化の比較や双

方向交流の特色ある催事となった。 

アンケート調査では、展覧会の印象として「良かった」と「まあまあ良かった」が 99.5％

を占めた。 

 

また、来場者からは以下の声が寄せられた（一部抜粋）。 

・素敵な作品がたくさんあって来場して良かったです！ 

・浮世絵の展示会はよくあるが、浮世絵と中国木版画を比較展示している展示会はあま

り見たことがなかったので、構図の比較などが面白かった。 

・日本の有名な浮世絵が沢山出ていて、また中国の絵画は日本で目にすることはほぼな

かった。貴重な作品を見ることができてとても良かったです。 

・非常に興味深い展示でした。解説や見方の提案も非常に親切で、展示を通して成り立

ちや物語を感じることができ、素晴らしかったです。 

・国交正常化 50 周年記念という節目に、文化、アートの交流を再確認する、有意義で、

質の高い展示会を拝見しました。 

 

（3）日中平和友好条約締結 45周年記念展 PartⅠ 

主催展「0～8848M地上の紋――中国空撮写真展」 

会期：2023年 1月 10日(火)～2月 26日(日)  

来場者数：5,857人（42日間・1日あたり 140人） 

 

本展は、地理科学の普及を図る専門的な機関である星球研究所との共催で、近年中国で

巻き起こっている空撮ブームにフォーカスを当て、空撮の最前線で活躍している新進気鋭

の写真家 57人の作品 70点を大型パネルと映像で紹介。日中平和友好条約締結 45周年とな

る記念の年に、空からアーティスティックな視点で捉えた、中国の絶景を巡り、新たな魅

力を発見できる展覧会となった。空撮という題材や SNS 及びインフルエンサーによる広報

が功を奏し、若年層や写真愛好家など従来の主催展とは異なる来場者の増加がみられた。 



18 

 

会期中は「新感覚！中国変面とパーカッションの共演」、「春節ガラガラ抽選会」、「二胡

×中国琵琶×中胡の新春コンサート」、「レッツ・ドローンチャレンジ！」など多彩なイベ

ントを企画・実施した。家族で参加し、楽しめるイベントが好評を博し、中国になじみが

浅い人々へのアウトリーチを行うことができた。 

アンケート調査では、展覧会の印象を「良かった」と「まあまあ良かった」と答えた人

がほぼ 100％を占めた。 

 

また、来場者からは以下の声が寄せられた（一部抜粋）。 

・中国の大自然と人間の営みを空から見ることができ、迫力満点。そのスケールの大き

さを感じることができた。 

・広大な土地、季節毎の風景、歴史ある建造物などを空撮の一瞬で素晴らしい芸術に変

えていることに感動した。 

・展示全体のストーリー性がまとまっていて良かった。自然物と人工物の景観の対比が

興味深かった。 

・色鮮やかで見ているのが楽しい。説明も読み応えがあり、知識が増えた。空撮の爽快

感も伝わり、旅行したくなった。 

・テレビや冊子で見たことがある景色もカメラの角度が変わると違った印象を受ける。

とても感動した。 

 

2．貸美術館展覧会実績（2022年 4月～2023年 3月） 

 

 

展覧会名 会期 主催 

1 
第 8回 ～3名の美術評論家が推す 2022注

目作家～美の視点 
2022 年 5 月 19 日～5月 23 日 美術の杜出版（株） 

2 
日中国交正常化 50 周年記念 

「日中名家つなぐ書画展」（春季展） 
2022 年 5 月 31 日～6月 6 日 

NPO 日中国際芸術家協会 

華人 Channel Japan 

3 
東アジア文化都市 雪山の麓にあるパー

クシティ——成都文化観光映像展 
2022 年 8 月 18 日～8月 29 日 成都伝媒集団 

4 
西域・東瀛 伝承・超越――莫高窟を守る

一族の物語 
2022 年 8 月 31 日～9月 6 日 

中国浙江音楽学院 

日本シルクロード芸術協会 

5 

日中国交正常化 50 周年記念展示会 

「周恩来と日本-日中国交正常化に貢献

した人々～真の共存共栄を目指して～」 

2022 年 9 月 8 日～9 月 12 日 
周恩来と日本-日中国交正常化に

貢献した人々展示会実行委員会 

6 
日中国交正常化 50 周年記念―日中文房清

玩展 
2022 年 11 月 24 日～11月 29日 渡邉久雄 
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7 TOKOTOKO 北京の街角 田中政道写真展 2022 年 12 月 21 日～12月 23日 東アジア留学生交流史研究会 

8 
小石川後楽園「文化財指定 100 周年記念

行事」パネル展示～後楽園は遺った～ 
2023 年 3 月 1 日～3 月 5 日 （公財）東京都公園協会 

9 中国奥地の蘭展・書峯展 2023 年 3 月 9 日～3 月 12 日 中国奥地の蘭協会・書峯会 

10 華韻和風展 2023 年 3 月 24 日～4月 3 日 胡興智（日中学院専任講師） 
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（公５）植林・植樹事業   ：総合交流部 

外務省の拠出（2016年 3月）による「日中植林・植樹国際連帯事業」を実施。2022年度

が実施 3年目となる「中国における植林事業」及び「第三国での植林・植樹事業」では、

令和 2（2020）年度及び 2021年度助成事業で終了した事業のうち、実績報告と精算書類の

精査が完了し、成果が助成決定の内容に適合すると認められた事業につき、助成金を確定

した。また、2022年度助成事業として、新たに 12件の助成を決定した。会館が主体とな

り実施する事業では、植樹交流事業として、モンゴルへの派遣事業を実施した。 

「日本国内での植樹と併せて行う日中両国の青少年等の交流事業」で計画していた招

聘・派遣事業（日中両国以外の第三国・地域の出身者の参加も含む）は、第三国からの招

聘のみ一部実施、中国との間では、オンライン交流を１回実施した。 

 

１．中国における植林事業、及び第三国での植林・植樹事業 

（１）助成事業 

  日本のＮＧＯ等民間団体や日本の地方自治体が対象国内の団体と協力して実施する植

林事業に対する助成事業。中国及び主に東南アジアを中心とする日中両国以外の国・地

域（第三国）を対象とし、対象国内の砂漠化防止、水害防止、熱帯林再生、その他環境

の保全・回復や防災等に資するような植林事業に助成する。助成対象には現地での植林

活動への日本からの参加者の派遣を含む。 

 

①令和 2（2020）年度助成事業 

令和 2（2020）年度助成事業として 2021 年 3 月に助成を決定した 15 件（中国 12 件、

第三国 3件）について、事業中止（中国 4件）及び 2023年 3月まで実施期間延長（中国

1件）となった計 5件を除く、10件（中国 7件、第三国 3件）のうち、実績報告書と精

算書類を元に内容の精査が完了し、成果が助成決定の内容に適合すると認められた事業

につき、助成金を確定し、支払い手続きを行った。 

 

②2021年度助成事業 

2021 年度助成事業として 2021 年 12 月に助成を決定した 14 件（中国 7 件、第三国 7

件）について、新型コロナウイルス感染症拡大の影響等により事業中止（中国 1 件、第

三国 1 件）、実施期間延長（中国 2 件）となった計 4 件を除く、10 件（中国 4 件、第三

国 6 件）について、実績報告書と精算書類を元に内容の精査を実施。精査が完了し、成

果が助成決定の内容に適合すると認められた事業につき、助成金を確定し、支払い手続

きを行った。新型コロナウイルス感染症の影響による事業計画の変更が多く見られたが、

第三国を中心に水際対策が緩和され、技術者派遣、植林ボランティア派遣が実施できた

事業もあった。 
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 ③2022年度事業 

2022 年度助成事業は、2022 年 7 月 8 日から 9 月 5 日の間に公募を行った結果、計 17

件（中国 6件、第三国 11件）の応募があり、審査委員会による審査を経て、計 12件（中

国 5 件、第三国 7 件）に対し、総額 8,851 万 1 千円の助成を決定した（事業実施期間は

2023 年 1 月から 12 月までの１年間）。なお、2022 年度より、第三国における 2 年目・3

年目における下刈・保育作業も助成対象とした。 

助成団体及び助成金交付対象事業は以下のとおり。 

 

【2022年度日中植林・植樹国際連帯事業による助成事業】 

  団体名 対象国 交付対象事業 

1 
認定特定非営利活動法人 

岡山市日中友好協会 
中国 中国洛陽市新安県石井鎮生態防護林事業 

2 
認定特定非営利活動法人 

緑の地球ネットワーク  
中国 河北省張家口市蔚県における緑化協力事業 

3 一般社団法人  国際善隣協会 中国 太原市日中友好生態林(2年次) 

4 
一般社団法人 

地球緑化クラブ 
中国 

第二期内モンゴル正藍旗ホンシャンダーク沙地

における持続的砂漠緑化事業 

5 
特定非営利活動法人 

世界の砂漠を緑で包む会 
中国 内モンゴル自治区アラシャン盟砂漠化防止事業 

6 
特定非営利活動法人 

日本ベトナム平和友好連絡会議 
ﾍﾞﾄﾅﾑ ハザン省日越友好植林事業 

7 

特定非営利活動法人 

アジアの誇り・プレアビヒア日本

協会 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 
プレアビヒア州エコビレッジ地区周辺環境修復

のための植林事業 

8 
認定特定非営利活動法人 

ICA文化事業協会 
ｲﾝﾄﾞ 

インドにおける持続可能な環境を維持する為の

植林活動 

9 
特定非営利活動法人 

地球の友と歩む会 
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 

インドネシア東スンバ県マングローブ再生のた

めの植林事業（第三期） 

10 
特定非営利活動法人 

イカオ・アコ 
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 

気候変動を抑止するマングローブ林の再生事業

（2023年）  

11 
特定非営利活動法人 

環境修復保全機構 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

カンボジア国コンポンチャム州の農山村域にお

ける環境修復を目指した植林事業（フェーズ 3）  

12 
特定非営利活動法人 

環境修復保全機構 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

カンボジア国トボンクムン州における森林環境

教育を目指した学校環境緑化の推進（フェーズ 

2）  
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（２）会館が主体となり実施する事業 

  ①中国における植林事業 

2021年 12月に終了した以下の事業について、中国国家林業・草原局及び在中国日本

国大使館の協力を得て、事後調査を行った。 

事業名：山東省菏澤市単県日中友好防砂治砂植林事業 

事後調査期間：2023年 3月 27日～28日 

 

②植樹を伴う交流事業  

日本青年モンゴル植樹交流団 

派遣期間 派遣人数 団員構成、テーマ 訪問先 協力機関 

9月 26日～30日 

13 

（団長・団員 10、

事務局 3） 

環境保護分野の大学院生・研

究者等 

『環境保護・砂漠化防止』 

ウランバ

ートル市

他 

在モンゴル日

本国大使館 

※日本・モンゴル外交関係樹立 50周年記念「青少年交流推進年」記念事業として実施。   

   

２．日本国内での植樹と併せて行う日中両国の青少年等の交流事業（日中両

国以外の第三国及び地域の出身者の参加を含む） 
 

2022年度は、915名（中国 760名、第三国・地域 155名）の招聘、日本青少年 250名の

中国への派遣、及び環境・防災をテーマとしたオンライン交流６件の実施を計画したが、

中国との間の全ての招聘・派遣事業が実施できず、オンライン交流１件（中国側 20名、日

本側 18名が参加）の実施のみとなった。  

第三国・地域との間では２件の事業を実施。外国人留学生と海外高校生が参加する招聘・

オンライン併用事業に 105 名（中国 1 名含む）が参加したほか、アフリカ７カ国から 13

名を招聘した。 

 

（１）オンライン交流 

 ①2022年度中国大学生オンライン交流（地方間交流）（沖縄県‐福建省） 

実施日 
参加人数 

参加者・交流先の構成、テーマ 協力機関 
中国側 日本側 

12月 17日 20 18 

福建師範大学の大学生／ 

沖縄県関係者および同地の大学生（大学生

は 16名） 

『環境』  

中国日本友好協会、

福建省人民政府外事

弁公室、沖縄県文化

観光スポーツ部 

友好交流都市提携 25周年となる沖縄県と福建省との間で実施。 
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（２）招聘・オンライン併用事業 

①若き津波防災大使 

（※中国以外の他国・地域の実施は(株)JTBに委託） 

実施期間 参加人数 団員構成(参加国) 訪問先 担当機関 

10月 12日 
105 

内訳：外国人留学生

31、海外高校生 74（オ

ンライン参加） 

25カ国の高校生（日本

在住の外国人留学生含

む) 

新潟 
各国関係機関

等 
10月 17日～20日 

(※) 25カ国(中国 1名/他国 104名)： 

  ブルネイ/カンボジア/中国/デンマーク/フィジー/ドイツ/インド/インドネシア/ラオス/ 

マレーシア/ミクロネシア/モンゴル/ミャンマー/パプアニューギニア/フィリピン/ 

大韓民国/サモア/ソロモン/スリランカ/タイ/トンガ/トルコ/米国/バヌアツ/ベトナム 

 

10/12     オリエンテーション（防災・減災に関する学習プログラム） 

           （※海外高校生のみオンラインで参加） 

10/17～10/18 スタディツアー（※日本在住の外国人留学生と日本人高校生のみ参加） 

10/19～10/20 「世界津波の日」2022高校生サミット in新潟 

 

（３）第三国・地域からの招聘事業 

①アジア太平洋アフリカ女性リーダー招へい事業  

招聘期間 招聘人数 団員構成(国・地域) 訪問先 担当機関 

11月 27日～12月 2日 13 
アフリカ 7カ国の女性リーダー・

青年等 

東京・ 

埼玉 

各国在日本

国大使館等 
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〔Ⅱ〕収益事業 
 

オフィスビル賃貸事業及びホテル運営業務：資産管理部 

 

1. オフィスビル賃貸事業（後楽国際ビルディング） 

2022 年度の賃貸料収益は約 571 百万円であり、対前年度比で約 54 百万円の増収となっ

た。 

長く空室が続いた 9F・10Fの 2フロア（1,844㎡、557坪）だけでなく、2F（581㎡、176

坪）・3F（254 ㎡、77 坪）の空室も入居が決まり、オフィスフロアが全て埋まったことに

より増収となった。年度内はフリーレント期間中のものがあるため、増収額は大きくない

が、2023年度は 672百万円の収入を見込んでいる。但し、エリア全体としてのオフィスビ

ルの空室率は上昇し、賃料相場は下降気味であるため、テナントの動向には注視が必要で

ある。 

また、直貸しテナントの「中国料理 豫園」「三福商店」については経営不振から年度

いっぱいでの退去が決まり、惜しまれながらも営業を終了した。後継テナントについては

募集中である。 

年度末時点のテナントの入居状況は「添付資料①テナント入退去状況一覧表（2023 年 3

月 31日現在）」参照。 
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※賃貸料収益には、テナント賃料の他、駐車場・駐輪所使用料、大ホール・会議室使用料等 

の収入が含まれている。 

 

 

賃 貸 料 収 益（年度別推移） （単位：百万円） 

（年度） 
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2. ホテル運営業務（後楽ガーデンホテル） 

前々年度・前年度に引き続き、2022年度前半はコロナ禍の影響を大きく受ける事となっ

た。 

2022年度の売上 258百万円、稼働率 71.2％、平均単価は 6千円台であり、依然としてコ

ロナ禍以前には及ばない成績ではあるものの、全国旅行支援が始まった 10月以降の回復傾

向は顕著であり、過去最高の月間売上を更新した月が 2回もあった。エリア全体としても、

円安が追い風となってインバウンドが回復しつつあり、稼働率・平均単価が上昇してきて

おり、当面は回復傾向が続くものと思われる。 
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※ホテル室料収益には、ホテル客室（149室）の売上に加え、2～3階研修棟（34室） 

の売上も加算されている。 

 

3. 設備投資計画 

設備改修・修繕工事等は設備投資計画書に基づいて実施している。 

前年度同様、収益の落ち込みを考慮し、可能な限り工事計画を抑制して実施した。主に

は下記の工事を実施。 

2022年度実績は、添付資料②「2022年度 資金調達及び設備投資計画書 執行状況（実績）」

参照。 

 

期間中に実施した主な工事は下記の通り。（番号は添付資料②の表中の番号） 

「 設備投資計画書の工事区分  工事項目／実施時期  工事金額（税抜）」 

1．後楽ガーデンホテル 

1-②その他建築・機械・電気設備改修工事（内、排水管高圧洗浄委託） 

／7月 862千円 

ホテル室料収益（年度別推移） （単位：百万円） 

（年度） 
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2．後楽国際ビルディング 

2-①2階テナント事務室加湿改修工事／10月 10,253千円 

2-④浸水対策費／8月 1,527千円 

 

    2-⑤その他建築・機械・電気設備改修工事 

（内、建築設備定期検査指摘事項是正）／6月 3,500千円 

 

3．会館施設 

3-①会館事務所（内、ﾘｰｽ物件の買取り（本館 B2階改修設備））／2月 1,117千円 

 

4．会館収益施設 

4-③豫園・馥・楓林・三福（内、1階空きｽﾍﾟｰｽ内装工事）／11月 2,494千円 

 

5．後楽寮及び研修棟 

5-③その他建築・機械・電気設備改修工事（内、エコキュート修理） 

／2月 183千円 

6．本館共通 

    6-④その他建築・機械・電気設備改修工事 

（内、給湯逆流に伴う量水器、弁類更新工事）／6月 1,600千円 

（内、揚水ポンプ用弁類更新工事）／8月 1,300千円 

（内、12階通気配管修理工事）／7月 2,000千円 

 

  7．別館共通 

    7-①消防設備改修／5・9月 815千円 

7-④その他建築・機械・電気設備改修工事（内、加圧給水No.2ﾎﾟﾝﾌﾟ修理工事） 

／2月 820千円 
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〔Ⅲ〕その他の事業 
 
１．会員相互友好事業 ：日中友好後楽会 
 

賛助会員組織「日中友好後楽会」は、会館の施設を活用し中国人留学生と直接交流を行

うことで相互理解を深め日中双方の親睦の促進を目的として1989年7月発足(当初の会員は

90名)。 

 

① 会員数 

2023年3月末現在の会員数は45名、法人会員1社。個人会員は前年度末から12名減少、法

人会員は同数だった。近年は会員の高齢化による会員数減少が進んでいるが、入会希望者

は随時受け入れるといったスタンスで運営を継続。 

 

② 談話会・会員集会 

月例の行事として、談話会・会員集会を原則として月1回開催。4月、8月、12月は、新

年度、お盆休み、年末多忙などの理由で休会としている。通例として、談話会は後楽寮生

を講師として招き専門分野における研究成果の一端を披露してもらう。大勢の前で話す経

験や場を踏むことにより、大学院での研究発表・講評・口頭試問などへの準備として有効

なため寮生も積極的であり、また会員からも様々なテーマの講義を聞けると好評である。 

本年度の談話会は新型コロナウイルス感染拡大の影響を鑑み、中止。 

 

③ 友好バスハイク 

 年2回、会員と後楽寮生が都内あるいは近郊へ友好ハイキングに出かけている。主に貸切

バスを利用し、朝から夕刻まで長時間会員と寮生が行動を共にするため、実りの多い交流・

交歓の機会になっている。2022年度も春季、秋季とも新型コロナウイルス感染拡大の影響

を鑑み、中止となった。 

 

④ 中国旅行 

 年に一度の会員対象の中国旅行は現地在住の元後楽寮生との交流など、後楽会ならでは

の活動を行っているが、2022年度も新型コロナウイルス感染拡大の影響により実施を見送

ることとなった。 

 

⑤  会員向け文化講座 

 現在、月2回、第1、第3木曜日に実施している気功教室と中国画教室は、いずれも専門家

の指導の下、長年続いている。 

 

⑥ 観桜会 

会館行事として、毎年桜のシーズンに観桜会を催し、中国大使館をはじめ、会館理事・

評議員、後楽会会員、後楽寮生を招待している。2022年度も3月に予定していたが、新型コ

ロナウイルス感染拡大の状況を鑑み、中止となった。 
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[Ⅳ]  法人の状況 
 

１. 評議員会 

 

開 催 日 時・場所  議   事   事   項 

定時評議員会 

2022年 6月 20日（月） 

日中友好会館大ホール 

 

 議題 

第 1号議案：2021年度 事業報告・計算書類の承認 

             (2021年 4月 1日～2022年 3月 31日) 

第 2号議案：次期理事の選任 

 

書面決議による評議員会 

2022年 9月 22日（木） 

 

 議題 

第 1号議案：2022年度事業計画書および収支予算書の修正 

 

臨時評議員会 

2023年 3月 20日（月） 

日中友好会館大ホール 

 

 

 議題 

第 1号議案：2023年度事業計画書、収支予算書、資金調達及び

設備投資計画書の承認 

第 2号議案：2023年度常勤役員報酬案の承認 

第 3号議案：役員等の定年に関する規程の改定 
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２. 理事会 

 

開 催 日 時・場所     議   事   事   項 

第 44回理事会 

2022年 6月 1日（水） 

日中友好会館大ホール 

 議題 

第 1号議案：令和３（2021）年度 事業報告・計算書類の承認 

            (2021年 4月 1日～2022年 3月 31日) 

第 2号議案：次期理事の理事会推薦候補の議決 

第 3号議案：定時評議員会招集の議決 

    

報告事項 

（１）代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況の報告 

                   (2022年 3月～5月) 

（２）諮問委員会の助言の報告 

①第 14回「日中青少年交流事業」諮問委員会 

②2022年度「日中植林・植樹国際連帯事業」諮問委員会 

（３）日中国交正常化 50周年記念事業について 

臨時理事会 

2022年 6月 24日（金） 

日中友好会館大ホール 

 

 

 議題 

第 1号議案：会長、副会長の選定        

第 2号議案：代表理事、業務執行理事、中国代表理事の選定 

第 3号議案：顧問の選任  

第 4号議案：参与の解嘱の承認   

第 45回理事会 

2022年 9月 6日（火） 

日中友好会館大ホール 

 議題 

第 1号議案：日中学院 非常勤講師就業規則の改定         

第 2号議案：日中学院 専従教職員就業規則の改定 

第 3号議案：資産管理部長の解職および留学生事業部長の承認  

第 4号議案：事務局次長及び資産管理部長委嘱の承認 

第 5号議案：2022年度事業計画書および収支予算書の修正 

第 6号議案：臨時評議員会招集の議決 

(評議員会の決議の省略の方法による)    

報告事項 

（１）代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況の報告 

                   (2022年 6月～8月) 

（２）日中国交正常化 50周年記念事業について 

（３）「文化事業」諮問委員会 答申書 
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第 46回理事会 

2022年 12月 6日（金） 

日中友好会館大ホール 

 

 

 

 議題 

第 1号議案：「日中植林・植樹国際連帯事業」2022年度助成対象

事業採択及び助成金額内定の件 

第 2号議案：「文化事業」諮問委員の解嘱および委嘱 

第 3号議案：文化事業部長の解嘱 

 

報告事項 

（１）代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況の報告 

                  (2022年 9月～11月) 

 

第 47回理事会 

2023年 3月 6日（月） 

日中友好会館大ホール 

 

 議題 

第 1号議案：2023年度事業計画書、収支予算書、 

資金調達及び設備投資計画書の承認      

第 2号議案：「日中青少年交流事業」諮問委員の選任 

第 3号議案：「日中植林・植樹国際連帯事業」審査委員の選任 

第 4号議案：「文化事業」諮問委員の選任 

第 5号議案：中日友好交流代表団受入れの件 

第 6号議案：臨時評議員会招集の議決 

    

報告事項 

（１）代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況の報告 

                (2022年 12月～2023年 2月) 

 

 



31 

 

3． 広報  ：広報チーム 

組織横断型の広報チームが各部の意見をとりまとめ、より有意義な広報を目指して活動。 

会館ホームページは 2022年 9月にリニューアルした。情報の見やすさ、使いやすさがアッ

プし、会館内部で更新できる部分が多くなり、タイムリーな更新が可能となって、引き続

き安定して運営している。 

また、ホームページ・メールマガジンで掲載した「日中国交正常化 50周年記念コラム」

は年間で 65 件を発信し、会館内外の関係者の視点で 50 周年を振り返り、今後を展望する

充実した企画となった。 

メールマガジンは、50周年記念コラム以外にも、ホームページ掲載記事を主な内容とし

て毎月初旬に配信した。送付先拡大のため、各部の関係先を見直し追加した。 

例年通り活動の総括として、「日中友好会館年報」を 2022 年 7 月に発行し、関係先に配

布した。 

 

 

４．人事異動（副部長以上） 

  

小川正史   参与           解嘱（2022年 6月 24日） 

中村智之  資産管理部長       解嘱（2022年 10月 1日） 

      留学生事業部長      任命（2022年 10月 1日） 

芳賀義也  事務局次長兼資産管理部長 昇格及び兼任（2022年 10月 1日） 

島田和彦  総務・財務部部長     着任（2022年 10月 1日） 

平井美佐子 文化事業部副部長     解嘱（2022年 10月 14日） 

楊建興   文化事業部長       解嘱（2022年 12月 13日） 

小林肇   総務・財務部副部長    解嘱（2023年 3月 31日） 

   

 

５．中日友好交流代表団の受入れ 

中国日本友好協会との友好交流代表団相互訪問の一環として、林松添・中国人民対外友

好協会会長を団長とする中日友好交流代表団一行 6名を、3月 28日から 4月 1日まで受け

入れた。宮本会長代行と林会長は、コロナ禍後の初の直接交流の意義を確認しあい、青少

年交流事業における双方の協力を強化し、国民交流のすそ野を広げていく原動力とするこ

とで一致した。一行は武井俊輔外務副大臣を表敬訪問したほか、日中友好団体 6 団体合同

による歓迎レセプションに出席した。大阪と長崎も訪問し、自治体・企業・団体関係者等

と交流した。 
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６. 在籍者（2022年3月31日現在）  

 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

3 1 1 4 1

3 8 1 1 1 1 2 13

1 1 1 1 1 1 3 3

1 2 1 1 3

1 1 1 1 2

3 2 3 2 5 5

0 0

3 0 4 6 4 15 4 0 0 0 1 5 0 1 16 27
※嘱託  管理職 4 名

男 女 男 女 男 女 男 女

10 44 4 2 0 3 14 49

計
管理職 非管理職

役員・事務局長・
事務局次長

3 1 1

役員
職員

嘱託 臨時職員 派遣職員 出向受入

5

総合交流部
3 8 1 2 1 15

留学生事業部
2 2 1 1 6

1 4

資産管理部

文化事業部
3

1 1 1 3

総務財務部
3 5 2 10

0

計
3 10 19 4 6 1 43

その他

教員 職員 臨時職員 計

0

日中学院
54 6 3 63

 

 

 

 

 

 

 

 


